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３
月
議
会
に
全
日
本
年
金
者
組

合
豊
田
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

に
対
す
る
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
、
３
月

８
日
の
環
境
福
祉
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
委
員
会
に
所
属
す
る
３
会

派
（
自
民
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

公
明
党
）
の
委
員
全
員
が
反
対
。

委
員
会
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
３
月
議
会
最
終
日
（
１
６
日
）

に
は
、
全
議
員
の
賛
否
が
問
わ
れ

ま
す
。 

根
本
み
は
る
議
員
が
紹

介
議
員
と
し
て
趣
旨
説

明 委
員
会
で
は
、
紹
介
議
員
で
あ

る
根
本
み
は
る
市
議
が
請
願
の
趣

旨
説
明
を
次
の
内
容
で
お
こ
な
い

ま
し
た
。 

「
高
齢
の
方
の
難
聴
は
、
日
常

生
活
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

困
難
に
し
て
い
る
問
題
と
と
も

に
、
鬱
（
う
つ
）
や
認
知
症
の
要

因
と
な
る
危
険
性
も 

研
究
の
中

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
を

支
え
る
有
効
な
手
段
と
も
な
っ
て

い
る
補
聴
器
は
、
難
聴
の
方
の
う

ち
、
使
用
し
て
い
る
人
の
割
合
で

は
、
欧
米
諸
国
と
比
較
す
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
４
２
、
４
％
、
ド
イ
ツ

３
４
、
９
％
、
フ
ラ
ン
ス
３
４
、

１
％
、
ア
メ
リ
カ
３
０
、
２
％
に

対
し
、
日
本
は
１
３
、
５
％
と
、

こ
れ
ら
の
半
分
以
下
と
い
う
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

補
聴
器
の
価
格
は
１
台
あ
た
り

２
０
万
円
ほ
ど
と
高
額
で
あ
り
、

保
険
適
用
で
は
な
い
た
め
全
額
自

費
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
使
用
率

の
低
い
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
の
高
度
・
重
度
難

聴
の
方
の
場
合
は
、
補
装
具
費
支

給
制
度
に
よ
り
原
則
１
割
の
利
用

者
負
担
で
、
中
等
度
以
下
の
場
合

は
購
入
後
に
医
療
費
控
除
を
受
け

ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
者
は

わ
ず
か
で
、
約
９
割
は
自
費
で
購

入
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

 
 

 

全
国
で
１
０
０
を
超
え

る
自
治
体
が
補
聴
器
の

現
物
支
給
・
購
入
費
助

成
を
始
め
て
い
る 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
２
０

２
１
年
９
月
末
時
点
で
、
１
８
６

の
自
治
体
議
会
が
加
齢
性
難
聴
者

の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
国
の
公

的
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
を
採
択
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
で
１
０
０
を
超
え
る
自
治
体

独
自
で
補
聴
器
の
現
物
支
給
や
購

入
費
助
成
を
開
始
し
て
い
る
状
況

の
中
で
、
本
市
に
お
い
て
高
齢
者

の
日
常
生
活
を
支
え
、
う
つ
や
認

知
症
予
防
の
た
め
に
も
、
早
期
に

補
聴
器
購
入
に
対
す
る
助
成
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え

本
請
願
に
つ
い
て
賛
同
し
ま
す
。」 

委
員
会
で
は
全
員
が
反

対 

自
民
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
た
意

見
は
「
市
は
健
康
寿
命
の
施
策
を

推
進
、
認
知
症
予
防
も
総
合
的
な

展
開
を
し
て
い
る
。
国
の
認
知
症

施
策
推
進
大
綱
で
難
聴
を
含
め

調
査
研
究
は
国
の
役
割
と
し
て

お
り
、
本
市
も
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
加
齢

に
限
ら
ず
、
障
が
い
者
手
帳
所
有

の
方
に
は
補
聴
器
購
入
費
用
の

一
部
を
支
給
し
て
い
る
。」 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
代
表
し

た
意
見
は
「
補
聴
器
購
入
補
助
は

高
度
・
重
度
難
聴
で
身
体
障
が
い

者
手
帳
所
有
で
補
助
が
受
け
ら

れ
る
。
国
の
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
り
、
慎
重
に
判
断
す
る
。」 

公
明
党
豊
田
市
議
団
を
代
表

し
た
意
見
は
「
加
齢
に
限
ら
ず
、

全
て
の
世
代
で
障
が
い
に
至
ら

な
い
難
聴
は
大
き
な
課
題
と
捉

え
、
今
国
会
で
質
問
し
て
い
る
。

補
聴
器
の
使
用
は
、
生
活
を
支
え

る
有
効
な
手
段
だ
が
、
機
能
低
下

は
聴
覚
だ
け
で
な
く
、
視
覚
嗅
覚

に
及
ぶ
た
め
、
ど
の
機
能
低
下
に

支
援
を
分
配
す
る
か
の
検
討
も

重
要
。
障
が
い
に
至
ら
な
い
難
聴

に
つ
い
て
実
態
把
握
が
重
要
と

し
て
、
国
が
実
施
し
て
い
る
生
活

の
し
づ
ら
さ
に
関
す
る
調
査
に

お
い
て
、
聞
こ
え
づ
ら
さ
の
調
査

項
目
を
、
調
査
対
象
者
全
員
に
拡

大
す
る
こ
と
を
訴
え
、
令
和
４
年

１
２
月
分
か
ら
追
加
さ
れ
た
と

こ
ろ
。
公
費
で
の
助
成
に
は
、
一

定
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
要
。
補
聴

器
の
使
用
に
よ
り
認
知
機
能
の

低
下
が
予
防
さ
れ
る
か
の
研
究

に
よ
り
、
難
聴
と
の
相
関
関
係
は

確
認
さ
れ
た
が
因
果
関
係
ま
で

は
結
果
が
出
て
い
な
い
。
難
聴
と

認
知
症
の
関
係
に
つ
い
て
研
究

を
す
す
め
る
よ
う
公
明
党
と
し

て
要
望
し
、
国
の
研
究
セ
ン
タ
ー

で
補
聴
器
装
着
の
有
無
に
よ
る

認
知
症
の
発
症
率
の
差
に
関
す

る
研
究
が
さ
れ
、
結
果
が
公
表
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
公
表

を
待
っ
た
上
で
、
十
分
な
検
討
が

必
要
。
補
聴
器
購
入
助
成
は
、
加

齢
の
み
で
な
く
全
て
の
世
代
に

対
し
て
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。」
と
し
、
採
択
に
全
委
員
が

反
対
し
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 
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日
頃
か
ら
電
力
事
業
で
の
ご

苦
労
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

私
た
ち
「
さ
よ
な
ら
原
発
豊
田

市
民
行
動
連
絡
会
」
は
、
東
日
本

大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
の
約
１
年
後
か
ら
、
原
発

ゼ
ロ
、
再
稼
働
反
対
、
福
島
の
被

災
県
民
へ
の
補
償
と
故
郷
復
興
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
パ
レ

ー
ド
や
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動

な
ど
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。 

被
災
者
が
抱
え
る
今
日
の
く

ら
し
と
生
業
の
困
難
さ
、
見
通
し

も
立
た
な
い
現
実
を
直
視
す
べ

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
１

２
年
目
の
３
月
１
１
日
、
さ
よ
な

ら
原
発
豊
田
市
民
行
動
連
絡
会

が
、
市
内
で
集
会
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

パ
レ
ー
ド
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

集
会
に
先
立
ち
、
中
部
電
力
㈱
に

対
し
、
次
の
よ
う
に
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。 

 

東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
１
２
年

目
に
あ
た
っ
て
の
要
請

書  

き
だ
と
私
た
ち
は
考

え
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
漁
業
協
同
組
合

連
絡
会
や
地
元
住
民

の
抗
議
を
無
視
し

て
、
放
射
性
物
質
ト

リ
チ
ウ
ム
を
含
む
汚

染
水
の
海
洋
投
棄
を

今
年
春
か
ら
夏
に
か

け
て
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
憤

り
を
覚
え
ま
す
。 

 

岸
田
内
閣
が
今
年

２
月
、
原
発
の
再
大
限
活
用
を
明
記
し

た
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現
に
向
け
た
基
本

方
針
」
を
閣
議
決
定
し
、
原
発
の
建
て

替
え
や
運
転
期
間
の
延
長
な
ど
を
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
原
子
力
規
制
委
員
会
は
６
０

年
超
の
運
転
期
限
に
つ
い
て
５
人
の

規
制
委
員
の
中
か
ら
も
反
対
、
疑
問
の

声
が
出
る
中
で
、
そ
れ
を
無
視
し
て
運

転
期
限
上
限
を
撤
廃
す
る
と
決
め
た

こ
と
は
重
大
で
す
。
さ
ら
に
、
「
次
世

代
革
新
炉
」
導
入
に
つ
い
て
も
「
廃
炉

を
決
定
し
た
原
発
の
敷
地
内
建
て
替

え
を
対
象
と
し
て
、
具
体
化
を
す
す
め

て
い
く
」
と
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

国
民
的
議
論
も
し
な
い
ま
ま
、
国
会

で
の
説
明
も
な
く
、
一
方
的
に
決
め
た

こ
と
は
民
主
主
義
破
壊
に
他
な
り
ま

せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

２
年
目
に
あ
た
る
本
日
、
貴
社
に
次
の

三
点
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。 

◆法律相談は弁護士が 
 3月は第４土曜日 

午前 10時～12時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

もとむら伸子 

衆議院議員 

根本みはる 

豊田市会議員 

先週号の豊田民報の「保育士配置基

準」の表に 5 歳児が抜けていました。

お詫びし、下表に訂正いたします。 

あ
い
さ
つ
す
る
根
本
み
は
る
市
議 

 
 
 
 
 
 

記 

一 

中
部
電
力
は
率
先
し
て
原
発
ゼ

ロ
に
踏
み
切
り
、
静
岡
県
浜
岡

原
発
の
再
稼
働
計
画
を
中
止

し
、
廃
炉
を
決
断
す
る
こ
と
。 

一 

大
口
需
要
の
急
激
な
増
減
に
対

応
で
き
る
柔
軟
な
電
源
確
保
を

検
討
す
る
こ
と
。 

一 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を

関
係
住
民
と
の
合
意
を
尊
重
し

つ
つ
推
進
す
る
こ
と
。 

   二
〇
二
三
年
三
月
九
日 

さ
よ
な
ら
原
発
豊
田
市
民
行
動
連
絡

会 
 

代
表 

小
栗
利
郎 

お
詫
び
と
訂
正 
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